
Virtus World Futsal Championship 2025 世界大会報告

１．日本代表チームの構成 （11～13頁参照）

２．大会概要

３．大会結果
優勝 ポルトガル
準優勝 中立国（ロシア）
3位 日本
4位 フランス
5位 スペイン
6位 ポーランド

選手 FP11 名、GK2 名
スタッフ 監督、コーチ、トレーナー、渉外担当、添乗員

期間 2025 年 12 月 1日～7日
場所 スペイン アリカンテ州トレビエハ
出場チーム 日本、スペイン、ポルトガル、ポーランド、フランス、ロシア
大会方式 ３チーム 2グループに分かれ、別リーグとの 3試合リーグ戦（1次ラウ

ンド）を行い各グループ上位 2チームが決勝ラウンドに進出。その後、
ノックアウト方式で順位を決定する。
試合時間は、全てプレーイングタイムの40分間（各20分からなる2つ
のピリオド）。決勝ラウンドのみ勝敗が決しない場合は前後半 5 分ずつ
の延長戦を行い、それでも決まらない場合は PK戦により勝者を決定。



得点王：スペイン 9番 ※得点ランキングは最終頁（大会 HP抜粋）
ベストゴールキーパー賞：中立国（ロシア）1番
大会MVP：ポルトガル 3番
フェアプレー賞：日本

４．予選ラウンドの戦い

①スペイン戦 ４－３ 勝利（得点者：大久保３、原）※公式記録は 14 頁（大会 HP抜粋）
日本の守備は自陣ハーフ守備。１stDF の位置はハーフライン付近。過去のスペインの試合動画や国
としてフットサル文化から予測を立て、相手ピヴォへのパスラインを封鎖する対策を立てた。日本
の攻撃は、日本人の特徴であるアジリティやスピードを生かしたカウンターとピヴォ当て、スペー
スアタックを狙った。
この日は、日本の FP が体調不良で 2名離脱する中での戦い。GK1 名以外、全員が出場した。
前半は、相手CKから先制されるが、粘り強いDFから自陣からのカウンターと前線からのプレスで
2点を奪い逆転し前半終了。前半はゲームプランどおりの戦いができた。
しかし、後半早々に自陣15mからフリーキックを決められて同点。その後、日本のCKの流れから
不用意にボールを残しカウンターから失点。このあたりがフットサルに慣れていない、経験の少な
さという部分での失点として現れてしまった。しかし、粘り強く戦う中で、練習してきたキックイ
ンから同点とする。その後、相手ファールで得た2度のPKを決められず、嫌な流れであった。お互
い５ファールとなり、ファールできない状況。残り2分、日本が得た第２PKを 1度は相手GKに止
められるも、リバウンドを蹴り込みついに逆転。残り時間を守り切り、スペインから大会初勝利と
なった。 2025 年 12 月 3 日 対スペイン戦 得失点

②フランス戦 ４－４ 引き分け（得点者：大久保、齋藤、越智２）※公式記録は15頁（大会HP抜
粋）

日本守備のコンセプトはスペイン戦と変わらずハーフライン付近からの守備。日本の攻撃の狙いは、
相手守備の形が2‐2のBOX型（前日のスカウティング）から、相手DF前 2枚の両脇と真ん中のラ
イン間から数的優位な状況を狙うことを確認してゲームに入った。

https://www.youtube.com/watch?v=Wg6EJbTSz2A


試合開始から、相手守備がマンツーマンで対応してきた。日本は今まで通り、スペースアタックと
ピヴォ当てから攻撃を組み立てるプランへ。前半、相手の個人技やスピード、体格差やリーチの長
さから戸惑う場面が見られた。前半 2失点は崩されたというよりは自分たちのミスからの失点だっ
た。先制されたシーンではこぼれ球を拾われ寄せきれなかったこと。2失点目は初戦に引き続き同
じ距離角度から FK での失点であった。セットプレー守備は直前合宿で取組んでいたものの、本番
では相手シュートを怖がり、避けてコースを開けてしまったことが原因としてある。
後半に入り相手の強度が落ちてきたことにより日本ペースとなる。大久保選手の前プレからシュー
トを放ち、こぼれ球を原選手が押し込んで得点。その後、カウンターから 1対 1を決められ失点す
るも、前プレを状況に応じて使い分け、相手クリアミスを大久保選手がゴールに流し込み再び 1点
差とする。しかし、攻撃に出たところを相手のカウンター⇒ドリブル突破から失点。残り 3分で２
点差という状況でタイムアウトを取り、戦い方の確認をする。前プレ＋越智選手の個人技を生かす
狙いから、見事越智選手が 2得点し、同点に持ち込み試合終了となった。
2025 年 12 月 4 日 対フランス戦 得失点

③中立国（ロシア）１－６ 敗戦 （得点者：大久保）※公式記録は 16頁（大会 HP 抜粋）
相手チームがクアトロからピヴォ当てを狙うチームでフットサルを理解しているチーム。パスを出
して動くモビリティの高いチームに対して、どれだけマークを見失わずに守備をしつつ、奪ったボ
ールを攻撃につなげることができるか、また、日本の攻撃時において足元の得意な GK で数的優位
を生かせるかをゲームプランとした。前日で予選ラウンド通過が決定していたこと、勝敗にかかわ
らず順位に影響がないこともあり出場時間の少ない選手を中心にプランを立てた。
試合序盤に自分たちのミスから失点し、その後も押し込まれる展開が続く。2点差になるも今大会
で日本の強みとなっているプレスからボールを奪い、カウンターで大久保選手が１点を返す。しか
し、連日の試合の疲れもあり、その後は失点を重ね１‐４で後半へ。後半、GK を活用した攻撃で、
何度も相手ゴール前まで迫るものの相手GK の好守もあり得点ができず、逆に２失点し 1‐６で敗戦
した。
この試合では、間接フリーキックや、フットサル特有のモビリティある連続した相手チームの動き
についていけずボールウォッチャーになる場面が多くあった。個人戦術、チーム戦術の差で課題が
出た試合となった。 2025 年 12 月 5 日対ニュートラル(ロシア)戦 得失点

https://www.youtube.com/watch?v=e5FJKhvUOWs
https://www.youtube.com/watch?v=AnK1i7LiKl0


５．決勝ラウンドの戦い

①準決勝 ポルトガル ４－５ 敗戦 （得点者:福田、原２、大久保）※公式記録は 17 頁（大会
HP抜粋）

世界王者のポルトガル。個人技術、個人戦術、チーム戦術、どれも今大会No1 の実力を持つチーム。
特に3番、10番は異彩を放つ実力。他の選手も質が高くレベルが高い。序盤から相手のクアトロに
ついていく日本代表。徐々にその動きにも慣れていくが、この試合も FK から先制点を奪われる。
壁の作り方や立ち位置など前日に再確認したが、駆け引きで相手選手に上回られた。その後も、粘
り強い守備とトランジションで好機を見出すが、失点を重ね後半８分までで 0‐4 となる。後半８分
相手ゴール前でFKのチャンス。タイムアウトをとり、狙いを伝え、見事に成功し1点を返す。また、
守備をハーフDFから前プレに切り替えさらに勢いを与えることに成功。続くCKから連取してきた
形でシュートを決め 2点差。さらに前プレから相手のミスを誘い得点し 1点差に。相手は 5ファー
ルとなり、ファールがあればチャンスが広がる状況。だが、相手も世界王者。ポストに救われるな
ど攻勢を仕掛けられる。しかし、残り24秒で相手ファール。第２PK を得る。これをしっかり決め、
ついに同点。このまま同点で終わるかと思われた残り 4秒、自陣 13mから相手 KI。浮き球からス
ーパーボレーを決められ万事休す。4‐5 で敗戦となった。
2025 年 12 月 6 日 準決勝 ポルトガル戦 得失点

②3位決定戦 フランス ３－２ 勝利（得点者：大久保２、原）※公式記録は 18頁（大会HP 抜
粋）

お互い手の内を知る相手との試合で序盤から固い展開。前半は、フランスがボールを保持、日本は
今まで通りコンパクトな守備からカウンターで得点を狙う展開。フランスは個人での突破もしくは
ピヴォを活用した縦ワンツーからのシュートを狙う。予選ラウンドでも対戦し、狙いや特徴は分析
していたのでチームとして対応できていた。日本の攻撃はクリアランス含めて難しい展開。しかし、
後半に入ると相手の運動量が落ちること、相手のメンバーが固定されていることから流れは後半に
くると共通認識としてあった。
前半、先制点を奪われるも、後半、予想通り攻勢を強めた日本が同点弾。その後も 1進１退を繰り
返す中で相手 CK からのこぼれ球を蹴りこまれて失点。粘り強く戦い続ける日本は、相手陣 KI から
越智選手が一瞬の隙を突き、相手ゴール前で原選手がボールに触りゴールに流し込み同点に。相手
チームはボールに触っていないと抗議し、こちらは触ったと訴え、審判の協議がなされた。しかし、
得点が認められ同点となる。後半は同点のまま試合終了。
今大会初めての延長戦に突入し、前後半 5分ずつの延長戦。前半は無得点だったが、運動量でフラ
ンスを上回る日本。後半残り1分30秒で勝ち越し点を決め、ついに逆転。そのまま粘り、タイムア
ップで勝利し見事 3位となった。2025 年 12 月 7 日フランス戦(3 位決定戦)得失点

https://www.youtube.com/watch?v=FhikvvXZgog
https://www.youtube.com/watch?v=_YtM1L_6ws0




６．大会分析 レベル、技術・戦術的傾向（定位置攻守、移行局面、セットプレー、特殊局面）
〇フランス代表
サッカー代表とメンバースタッフ変わらず。攻守ともに個で打開してくる。２－２BOX 型。相手に
応じて 1‐3 でも対応。
〇スペイン代表
技術・戦術ともにフットサルに慣れている。個での能力もありチームとして良くまとまっている。
9番の PIVO が得点王。
〇中立国（ロシア）
フットサルをよく理解している。クアトロからの PIVO 当てが特徴。終始落ち着いてプレーしてい
る印象。７番、8番の選手を中心にモビリティある動きが特徴。全員基礎技術がしっかりしている。
〇ポーランド
ミニサッカーという印象。ダイナミックな動き、攻撃守備が特徴。アジリティは低い。ゾーン守備
でカウンターが特徴。
〇ポルトガル
個で能力の高い選手が多い。個でもチームでも戦術でもレベルが２つ、３つほど抜けている。マン
ツーマンの前プレ。攻撃はクアトロと PIVO 活用。個でも打開できる。慢心から攻から守のトラン
ジションが遅い。

☆戦術的傾向は、ポルトガル、中立国以外はサッカーの印象が強い。クアトロや定位置攻撃などを
意識しているのは日本を含めてスペインと４か国。

☆移行局面では、どのチームもレベルは高く意識してプレーしている。ポルトガルだけ技術に自信
があるのでクリアランス、KI でもゆっくりと自陣足元からボールを保持する。

☆セットプレーでは、日本、中立国、ポルトガルなどデザインされていた。その他の国は、ゾーン
2に戻してからシュートしている印象が強い。

☆特殊局面は、他国の試合で退場局面はあったが、PP を活用している国は日本ぐらいだった。



得点から見る大会の傾向
大会全体を通して１４２得点が生まれた。そのうち、定位置攻撃が30％、トランジション局面が

約40％を占めている。残りの30％程度がセットプレーやPKによるものであった。フットサル特有
の攻守の切り替えにおいて得点チャンスが多く生まれている。定位置攻撃を行える国が限られてい
ること、また、半数の国がサッカー代表選手がこの大会に出場していることからトランジションか
らの得点が多いことがうかがえる。KI や CK はパターンを持っている国が多く得点につながるシー
ンが多かった。

日本代表は得点数が参加国数の中で一番少なかった。しかし、3位になれたのは多くの試合で接
戦になり勝利することができたからである。トランジションからの得点を強みとし、CK,KI などの
セットプレーから狙い通り得点することができた。またトランジションが多いためファール数もた
まりやすく、試合終盤に第 2PK をうまく得点につなげることができたことも大きい。失点数も少な
くチームとしての狙いがはまっていた。後半途中から前プレでボールを積極的に奪い得点が生まれ
ていたので、できれば 2セットで前からプレスをかけ続けることができれば、また違った結果にな
ったことが考えられる。



７．成果（攻撃、守備）
〈攻撃〉
・素早いカウンターから得点することができた。
・定位置攻撃から得点することができた。
・ピヴォ当てから連動した攻撃、フィニッシュワークすることができた。
・移行局面のフェーズ 1➤フェーズ２で追い越す動き、数的優位から得点することができた。
・KI や CK で狙いをもって相手陣形を崩し、シュートすることができた。
・粘り強く戦い、諦めずに攻撃し、得点することができた。
・時間や得点差、選手の特徴を理解し、自ら考え判断し実行することができていた。
・諦めずに後半も運動量を落とさずに得点することができた。
・第 2PK から得点することができた。
・世界王者相手に互角に戦えた時間があった。
・日本は後半も運動量や強度が落ちなかった。理由としてはこまめな選手交代をしているから。
フランスなどは固定された選手が出場しているので強度が落ちていた。中立国、ポルトガル



などフットサルを良く知っている国は交代をこまめにしていた。
・タイムアウトを活用し FKから得点することができた。

〈守備〉
・全員がハードワークすることができた。
・全員がベンチ含めて戦うことができた。
・ハーフ守備でコンパクトに守ることができた。
・個人として両足性をもって対応することができた。1対 1で対応できる場面が多かった。
・チームとしてスライドやカバーリング、カバーリングチェーンを行い守ることができた。
・移行局面での対応で攻撃を遅らせ、ボールラインまで素早く撤退、守備を構築することがす
ることができた。

・試合中に適応し相手チームの攻撃にアジャストすることができた。
・後半、強度が落ちなかった。
・前からのプレスがはまり、得点することができた。
・試合を重ねるごとに、選手の距離感やチームとしての守備が機能していった。
・GK のシュートストップは世界でもレベルが高いと感じた。

８．課題（攻撃、守備）
〈攻撃〉
・セットプレー（FK,KI,CK）からの得点が少なかった。相手の状況を見ながら狙いを持った動
き＋4 秒を使うことが難しい。これは普段フットサルに慣れていないことが影響として考え
られる。

・動きの中で止める、蹴るの正確な技術。足裏のコントロールオリエンタード。
・ドリブルからのキャンセルのすくなさ。ドリブルしたら前に進む進むことが多い。
・ピヴォ当て時のダイレクトで当てる質とタイミング。
・マークされる相手との距離が遠いのにパスを出してしまう。サッカーとフットサルのフリー
スペースの違い。

・オフの選手が止まってボールをもらうことが多く攻撃時のモビリティが課題。２人目、３人
目の動きが少ない。スペースアタックの意識が少ないのか、守備での怖さからくるものなの
か。

・スペースを作る動きが少ない。（ローテーションができるように）
・クリアランスでGK から PIVO へのパスがつながらない。
・パワープレーの準備はしていたが、自身をもって活用できなかった。

〈守備〉
・セットプレーの守備、特に壁の立ち位置、立ち方（よける）。相手の狙いを察する状況判断。
・フランスのように個で攻撃してくる相手に対して 1対 1での勝率が低い。
・モビリティがある相手に対しての背後の意識。
・フットサル特有の動きに対する個の対応。（縦ワンツーや止まる動き、駆け引きについてい
けない。ボールウォッチャーになる。）



・先制点を奪われる。試合の入り方のまずさ。相手が元気なうちは対応されていることが多い。
・不用意なミスからの失点。
・残り数秒での失点。
・ボールウォッチャーになり、自分のマークについていけない。

【攻守ともに】
・フットサルの試合に慣れていない選手が多いので、ボールの持ち方やパスのタイミング、フ
リーランニングの質、タイミングなど理解を深めていく必要がある。そのためにも普段から
フットサルをできる環境に身を置くことが課題である。GK２人だけがフットサルチームに所
属しているので理解とともにレベルも高い。FP 選手でそういった環境に身を置くことができ
る環境とサポートとが今後の課題である。

９．会場、環境面（運営）Tavi y Carmona（パラシオ・デ・ロス・デポルタス「タビイカルモ
ナ」）
・会場はホテルからバスで 15 分ほど。バス乗車の時間が各国決まっている。ただし、トレーニン
グ後 15分後には会場から出発時刻になるので、クールダウンなどは工夫が必要だった。

・初日、深夜に到着するもホテルがケータリングを準備してくれ有難かった。
・バスの時間、食事の時間も事前に決められていて不自由はなかった。
・体育館はスペインラリーガでも使用されている。木製の床。プレーしやすい。観客席は充分。
・コート内にいろんな線の色があり、選手によっては判別しにくそうだった。
・ゴールは日本でいうハンドボールゴール。四角いポスト。
・ボールは JOMA製。大会前のトレーニングで使用できた。選手にとって慣れるのに時間はあま
りかからなかった印象。

・監督者会議は現地時間 12/1（月）15:30～ホテル会議室にて。レギュレーション等の説明。
・体育館にはスポンサー企業からプロテインバー、スナック、果物など支給された。
・水は大会主催者からいただいたボトルに入れながらの対応。ホテルか体育館で。
・ドーピング検査は一切行われていなかった。
・開会式はホテル近くのカジノ跡地でセレモニー。メダルセレモニーは決勝戦後の体育館で。ク
ロージングセレモニーはカジノ跡地で得点王やベストGK、MVP,フェアプレー賞など発表。そ
のご、立食パーティ形式で歓談。

１０．ホテル、食事（宿泊）Fontana Plaza Hotel（フォンタナ プラザ ホテル）
・部屋の広さは充分。部屋によってはトイレ、バスタブあり（シャワーはあり）。６か国全てが
同ホテルに宿泊。

・食事は３食ともホテルで。いずれもバイキング。量、質ともに充分（パスタ、サラミ、ささみ、
ヨーグルト各種、パン各種、ごはん系、サラダ、チキン、ポーク、飲み物各種など）

・味噌汁など日本から持参しているものがあり、飽きたときに対応できた。
・立地も良。海が近く、スーパー、コインランドリーあり。洗濯は持参した脱水機 2個とコイン
ランドリーで対応。脱水機は非常用で割り切るほうが良い。



・開催中に地元のお祭りがあり、賑やかだった。
・海外経験が多い選手も宿泊施設は快適とのこと。
・水は会場、ホテル（食事時に提供）にあるが部屋用の水のみ近くのスーパーで購入。
・無料Wifi あり。ただ部屋によってはつながらないところも。
・深夜到着、早朝出発時に食事のケータリングが準備されていてありがたかった。
・食事時間も 2部制が敷かれ、不自由なく食事ができた。
・ミーティングルームもあり、プロジェクターが使用できた。

１１．移動（飛行機、バス、電車）
11/28（金）成田国際空港 21:55 発→QR807 便→11/29（土）

ドーハ･ハマド国際空港 04:40 着■所要時間：12 時間 45 分
11/29（土）ドーハ･ハマド国際空港 08:10 発→QR149 便

→マドリード･バラハス国際空港 13:50 着■所要時間：7時間 40分
→アリカンテ駅 21：00 着■所要時間 5時間

12/8（月）トレビエハ発→アリカンテ駅着■所要時間
マドリード･バラハス国際空港 15:20 発→QR150 便
→ドーハ･ハマド国際空港 23:50 着■所要時間：6時間 30 分

12/9（火）ドーハ･ハマド国際空港 02:15 発→QR806 便→成田国際空港 17:55 着
■所要時間：9時間 40分

・カタール航空は座席は広くはないが室温等快適に過ごせた。食事の提供も高カロリーで美味しく
食べることができた。日本からの便は 2食。ドーハからは 1食＋軽食。また、Wifi が無料でつな
がるので何かと便利であった。選手もストレス少なく普段どおりのことができていた。本を準備
したり、自分なりの過ごし方を各々できていた。ブランケットや枕、アイマスク、歯ブラシが付
属されていた。

・ドーハでのトランスファー（4時間）もスムーズにできて、リフレッシュする時間をとることが
できた。

・マドリードに到着してから荷物の受け取りに少々時間を要したが、特に問題はなかった。ただ、
キャリーケースの破損があったので海外では注意が必要。

・マドリードから大型バスでの移動も有難かった。チーム荷物をもっての電車移動は海外だと難し
い印象。途中２回の休憩。そのうち１回はハンバーガー屋さんで夕食をとることができた。量は
足りなかったが、ホテル到着（現地 23時）してから軽食を用意してくれていたので丁度だった。

・ホテル⇔大会会場まで大型バスで移動。特に不便なことはなかった。15分程度。他チームと同乗。

１２．その他
・スペイン滞在3日目の朝に宮野選手が体調不良を訴える。朝食後、検温37.6度でホテル待機。津
島さんに残ってもらい対応。11 時ごろ検温で 38.5 度。熱が上がったので服薬後、安静。出国前
から喉の痛みがあった。合宿最終日には体調も回復気味だった。スペインに来てからもトレーニ
ングには参加できていた。食事も食べれていた。環境の変化、疲れ、時差で免疫が落ちていたこ
とが予想される。合宿中から薬は拒否していたがさすがに覚悟を決めて飲んでくれた。（普段か



ら薬が苦手で飲めない。飲んでいない。）その後、日本の医師と連携を取りながら対応。熱は上
がり下がりしながら快方へ向かった。12月 5 日に解熱。

・試合初日、おそらくメンタルからくる体調不良者が出た。環境の変化、試合のプレッシャー、疲
労などからくるものと思われる。世界大会に出場するためのメンタルやタフさ、図太さも必要に
なってくる。（体調不良はこの日だけ。）

・オフザピッチではしっかりと切替えもでき、チームの雰囲気は良かった。予選ラウンドが終わっ
てお土産を買いに行く時間や、近くに観光に行ったりリフレッシュする時間があったことは、精
神的にプラスに働いた。

・予選リーグ後、調子を崩したのが吉川選手。4日夜から胃腸系の腹痛。その他数人、下痢気味傾
向の選手はいたが食事に気を付けていたこともあったが、パエリアの食べすぎが原因であろう
（本人談）。午前中のアクティビティは参加していたが午後のトレーニング前に離脱。翌日の試
合には復帰。

・徳丸選手が 5日のトレーニング中につま先が床に引っ掛かり左足首外側捻挫。決勝ラウンドは出
場。

・越智選手も予選終了後の５日は 1日ゆっくりホテルで過ごした。
・予選終了後、元気な選手は、福田、野崎、幡野、大久保、利根川（片頭痛有）、齋藤、原。
・宮野選手は 12 月 5 日に回復傾向。
・最終戦でやっと 11 名全員がそろった。
・発熱や体調不良などに備えてウイダーインゼリーなどが役立った。アクエリアスパウダーはあま
り必要としないことが多かった。薬が予想より多く必要になったので大目に準備しておく必要が
ある。

・スタッフも 4名＋添乗員で不測の事態にも対応できた。逆に少なければ困難な状況だった。
・選手は 12名（GK2 名、FP10 名）参加できれば試合では 2セット＋αで構成できるし、体調不良
などの不測の事態でもチームとして試合で対応しやすい。

１３．参加選手、スタッフ

名前 なまえ 所属都道府県 ポジション 年齢

野崎 将智 のざき まさとも 東京 ゴレイロ 30

幡野 浬 はたの かいり 東京 ゴレイロ 17

徳丸 舜 とくまる しゅん 熊本 フィクソ 31

福田 翔和 ふくだ しょうわ 東京 フィクソ 21

利根川 優輝 とねがわ ゆうき 茨城 アラ 29

吉川 圭祐 きっかわ けいすけ 東京 ピボ 27

大久保 史弥 おおくぼ ふみや 栃木 ピボ 18



原 勇人 はら ゆうと 東京 アラ 21

宮野 絢 みやの じゅん 大阪 アラ 19

齋藤 光汰 さいとう こうた 神奈川 アラ 20

越智 羽久澄 おち はくと 愛媛 アラ 22

戸西 寿和 とにし ひさかず 大阪 監督 49

本橋 勇太朗 もとはし ゆうたろう 千葉 コーチ 33

島田 靖丈 しまだ やすたけ 千葉 トレーナー 41

津島 直樹 つしま なおき 東京 渉外
















